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岡山大学では平成 19 年度文部科学省の「社会的ニーズに対応した質の高い医療人養成推進プログラ
ム（医療人GP）」に採択されたことを契機に、病院全体として女性医師支援を推進してきた。医師・
看護師の聞き取り調査と20─70 代医師のアンケートから浮き彫りになったニーズを中心にとし、先輩か
ら後輩に知識と経験を伝え緩やかなネットワークをつくるサポートシステムと、個々のニーズにあわせ
た復職支援を行っている。ネットワークによるサポートでは、顔の見えるサポートシステムとWEBを用
いたサポートの両方を行っている。復職支援では、医師・看護師がチームでシミュレーショントレーニ
ングを行うことで、復職へのステップとした。また、当直・オンコール免除、短時間勤務などの柔軟
な勤務体制が可能になり、約 3 年間で 56 名が復職した。また、病児保育ルームが設置され、働き
やすい環境が整ってきた。岡山大学の支援の特徴は、誰でも参加できメリットが得られるという汎用
性と個々への細やかな対応という個別性のバランスにあり、平成 22 年度からは岡山県の委託事業とし
て活動を継続している。今後の課題は働きやすい環境を大学病院のみならず地域で共有することと、
「離職せずに続けられる」ことが可能になった先の個々の能力を生かしたキャリア形成の支援である。
真のキャリア支援を目指してどのように取り組むか、課題も含めて述べたい。
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NPO法人「イージェイネット・女性医師のキャリアを形成、維持、向上をめざす会」理事

医療現場でのキャリア継続に問題意識があったものの、個人的な問題で片付けようとしていた 30 代
前半。留学生活をへて、外から日本を見る機会があったこと、その後数少ない大学女性教官となって、
腎臓学部門の責任者になったことから、40 代の後半に、女性腎臓医師コミュニティーをある程度築い
てそのことを前面に出して話あう機会をもちだした。一方、大学の外に出てから社会との接点がふえ、
女性医師のためのNPO法人設立に取り組み、社会的に訴える思考訓練と視線が鍛えられた。このこ
とを通じて、2005 年前後から、日本、地域の医師会、女性医会、など、社会的にはすべての分野
で問題意識は広がっていることは実感され、ある程度その一角に食い込んでいる実感があった。昨今
では大学もふくめて男女共同参画を形だけでも取り上げていないところはないくらい一般化された。そ
の中で、腎臓学を志す者として、学会での委員会設立に取り組む機会が与えられ、あらためてどの
ような特異的なアプローチがあるかを探ることが求められた。このことの答えはまだ明確ではないが、
コミュニティーを多彩化すること（男女、年齢、職場、育児経験ありなしなど）で、これから得られ
るのではないかと思われる。この5年間同時にアジアへの視点（上海医療プロジェクト企画）も加わ
り、この多彩さはこれからさらに広がる可能性がある。これまでの自分に対しても含めたキャリア支援
の紹介とその過程での困難や達成感。さらにはこれからの課題と期待について述べたい。




